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2011年度
学生プロジェクト年間活動報告書 【3月号】

活動概要・目的 【活動期間： 2011年8月1日 ～ 2012年7月31日】

TOT編集部

芝浦工業大学の3キャンパス（大宮・豊洲・田町）ををつなげる学生情報誌TOT(トット)を発行し、
学内のサークルや大学キャンパスの紹介などを紙面を通して情報発信する。
発行頻度は春・夏・秋・冬の年間4回であり、芝浦工業大学の各キャンパスにてフリーペーパー方式で
配布する。
同時に、TOT編集部のホームページ上においてもダウンロードすることで閲覧可能にしている。

年間活動実績

プロジェクト名称 【参加人数：20名】

日程 活動概要 活動場所 活動内容

2011/8 TOT2011年度秋号制作に
向けての会議

大宮 TOT2011年度秋号の制作について話し合いを行った。

TOTのホームページを刷新 大宮
TOTのホームページを一から作り直し、外観をスッキリさ
せると共に、コンテンツの充実化を計った。

TOT2011年度秋号の取材
・編集

各所
TOT2011年度秋号に載せる記事の内容に関する取材、
及び編集を各部員ごとに行った。

2011/9 芝浦祭ミスコンテスト出場
者取材

大宮
秋号の表紙と特集に備えて、ミスコンテスト出場者への取
材を行った

白熱教室取材 豊洲
TOT秋号への掲載へ向け、電気工学科の先生に取材・イ
ンタビューを行った。

釣り記事作成のために釣り
体験

若洲海浜公園
TOT2011年度秋号からの新企画釣り記事を紙面上で実
現するために、若洲海浜公園にて実際に釣りを行った。

TOT2011年度秋号の取材
・編集

各所
TOT2011年度秋号に載せる記事の内容に関する取材、
及び編集を各部員ごとに行った。

TOT編集部の予算案変更 大宮・豊洲
当初予想していた予算案では若干不自由が生じたため、

設備費を減額し企画運営費を増額した。

2011/10 TOT2011年度芝浦祭号制
作に向けての会議

Skype TOT2011年度芝浦祭号の制作について話し合いを行っ
た。

TOT2011年度秋号発行 大宮・豊洲・田町 TOT2011年年度秋号を発行
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年間活動実績

日程 活動概要 活動場所 活動内容

2011/11 TOT2011年度冬号制作に
向けての会議

Skype TOT2011年度冬号の制作について話し合いを行った。

TOT2011年度芝浦祭号取
材

豊洲
ミスコンが始まると芝浦祭ステージ前に編集員を配置し、
芝浦祭号発行に向けて写真撮影を行った。

TOT2011年度芝浦祭号発
行

豊洲
昨年から始まったTOT芝浦祭号（ミスコンテストの結果を
速報する号外）の発行した

TOT2011年度冬号取材（
芝浦祭時）

豊洲
TOT冬号に掲載する芝浦祭記事に向け、全教室団体、全
ステージ団体の撮影を行った。

白熱教室取材 豊洲
TOT冬号への掲載へ向け、材料工学科の先生に取材・イ
ンタビューを行った。

新入部員入部 大宮
TOT2011年度芝浦祭号を機に、新入部員が5名(学部2年
生：2名、学部1年生3名)増加

TOT2011年度冬号の取材
・編集

各所
TOT2011年度冬号に載せる記事の内容に関する取材、
及び編集を各部員ごとに行っている。

2011/12 芝浦キャンパス取材 芝浦
芝浦キャンパスを取材し、TOT冬号にて芝浦キャンパス
のアピールポイントを紹介。

「三田がやってみた！！」ア
メフト部取材

大宮
「三田がやってみた！！」の取材のためアメフト部に１日
体験入部した。

2012/1 TOT2012冬号発行 各所
大宮・豊洲・芝浦の各キャンパスにてTOT2012冬号の設
置・配布を開始。

TOT2012春号編集会議 Skype 春号の掲載コンテンツや記事の締め切りを決めるため、
Skype上にて編集会議を実施。

2012/2 新入部員入部 豊洲
TOT編集部への入部を希望するデザイン工学部2名（1年
生1人、2年生1人）と面会し、入部決定。

「三田がやってみた！！」ヨ
ット部取材

江ノ島
「三田がやってみた！！」の取材のため、ヨット部の合宿
に参加させて頂いた。

「TOT白熱教室」取材 豊洲 工学部情報工学科の杉本先生にインタビューを行った。
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年間活動実績

日程 活動概要 活動場所 活動内容

2012/3
TOT編集部が学生プロジェ
クトの枠から卒業する件に
ついて、お話を頂く。

豊洲

TOT編集部が2012年7月末をもって学生プロジェクトの枠
から卒業し、TOTを学生の手による大学のパブリックな広
報誌として発行を続けるお話を頂く。

編集員会議 Skype 上記のお話を持ち帰り、編集員と会議。その結果、大変あ
りがたくお受けさせて頂くことに決定。

釣り記事作成のため、釣り
体験

新月島公園周辺
TOT2012年度春号からの釣り記事を紙面上で実現する
ために、新月島公園周辺にて実際に釣りを行った。

2011年度ミス芝浦取材 大宮
TOT2012年度春号の記事作成のため、2011年度ミス芝
浦の方に、インタビューと写真撮影を行った。

音響工学に関するインタビ
ュー

横浜駅 「身近な工学について知ってみよう」のインタビュー

料理を実施 編集員の自宅 「料理教室inTOT」記事作成のための写真撮影を実施
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今年度は今までいなかったデザイン工学部の学生が入部し、デザイン工学部の新入部員には記事の
レイアウトを専門に担当してもらった。よって、従来は記事作成のための文章作成とレイアウトは1人の
編集員が一貫して担当していたが、TOT2012春号からは記事作成のための文章作成とレイアウト作成
を別々の担当者が行うことで1人あたりの編集員の負担量が減少し、記事のクオリティーが向上した。
同時にこの試みによって、記事締め切り日までに記事データが提出される確率も向上した。
冊子のコンテンツについては、TOT2012冬号にて芝浦工業大学の各キャンパスをまんべんなく
織りまぜる事に成功した。従来は学生情報誌でありながら芝浦キャンパスに関する記事だけが無い
と言う欠点を抱えていたが、その欠点を解決する事が出来た。今後も芝浦工業大学の各キャンパスが
まんべんなく織り交ぜられる様なコンテンツを記事として掲載していきたい。

プロジェクトの成果・結果・達成度・関係者からの評価

受賞・メディア取材（新聞、広報誌、TV等）

特に無し

プロジェクト活動を振り返って（チームとして成長したこと、感動や印象に残っていること、反省、今後の展望について）

・文章作成と記事レイアウトの担当者を分けた事による弊害を無くす
先程も書いた通り、文章作成と記事レイアウトを別々の担当者が行うことでクオリティー向上と記事締め切り日
までの記事データ回収率を高める事に成功した。しかしその反面、文章作成と記事レイアウトが完了し、
記事としてリリース出来る状態になった後に訂正が必要になった場合、それぞれの担当者間で報連相が
しっかりできていないことで行き違いが生じ、訂正が2度手間になってしまうと言う問題点が発覚した。
よって、今後とも記事のクオリティーアップと記事締め切り日厳守はもちろんの事、加えて報連相がしっかり
とできる様に編集員の意識を高めていく。
※報連相・・・「報告」「連絡」「相談」
・TOT編集部の学生プロジェクト枠からの卒業

TOT編集部の学生プロジェクトの活動としてはTOT2012夏号まで続くが、TOT2012秋号からは学生プロジェクト
の枠を卒業し、広報課の元で活動していく。同時に、TOTは「学生情報誌」から「”学生の手による”芝浦工業大学
の広報雑誌」となり毎号約12000部も製本・発行される。同時に発行形態も現在のフリーペーパー方式から
S.I.T.BULLETINに同封される形態となり、TOTが読者の手に届くまでの過程も大きく代わる。
この時から、TOT編集部は規模拡大に合わせて「”学生の手による”芝浦工業大学の広報雑誌」としての
TOTブランドを高めていく。その第一歩として、現在のTOT編集部のロゴを刷新することも計画している。
・編集員の記事作成スキルの向上
現在は用紙サイズだけは統一しているものの、ページの余白の取り方やフォントサイズ、三点リーダーの
使い方などは各編集員の好みによってバラバラであり、統一されていない。そして、TOT2012秋号からは
今以上のクオリティーの雑誌になる事が求められる。 そのために余白の取り方などの統一を計画している。
また、記事作成ソフトとしてはInDesign、WordもしくはIllustratorを推奨していく。
・TOTを広告媒体としてより身近な存在へ

TOTの掲載コンテンツとしては、各サークルの広告も掲載している。サークルの広告を募集する際、
まだまだ各編集員が個人的に持つ各サークルとのつながりを頼りに、募集してるケースが多い。
今後はもっと各サークルがもっと積極的にTOTの紙面上へ広告を掲載できるような環境を作っていかなければ
ならないと考えている。
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プロジェクト活動写真

▽TOT2011秋号 ミスコンテスト取材▽ ▽TOT2011冬号白熱教室
材料工学科の先生に取材・インタビュー▽

▽TOT2011芝浦祭号 ミスコンテスト取材▽ ▽TOT2011芝浦祭号 発行▽

▽TOT2012春号 「三田がやってみた！！」
ヨット部体験入部▽

▽TOT2011春号白熱教室
情報工学科の先生に取材・インタビュー▽
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プロジェクト活動写真

▽TOT2012春号 ミス芝浦取材▽
▽TOT2012春号 「三田がやってみた！！」

アメフト部体験入部▽

▽TOT2011秋号 発行▽ ▽TOT2012冬号 発行▽


